
 

 

 

 

 
 
 
 
 

 まちづくり検討会を開催しました！

向ヶ岡弥生地区 

発行日：令和３年２月 
発 行： 向ヶ岡弥生地区まちづくり検討会 

文京区都市計画部地域整備課 

第 15 号 

お問い合わせ 
 〒112-8555　文京区春日一丁目16番21号   文京区 都市計画部 地域整備課 まちづくり担当  

（川合・岡田）  電 話：03-5803-1848（直通） 　メール：b402400@city.bunkyo.lg.jp 

・地区としてまちづくりのルールを定める場合には、「何を」「どのようなルールとして」
  定めるかを具体的に検討していくことになります。
・以下に、「地区計画」と「任意のルール」について、それぞれの法的位置づけや定められる
  事項などの違いを整理しました。

・これまでの意見交換結果をとりまとめた「まちづくりの目標（案）」や「地区計画で定めるルール
  （案）」、「任意のルール（案）」をお示しし、内容の妥当性や追加又は修正の必要がある項目に
  ついてご意見を伺いました。
・まちづくりの目標や具体的なルールについては、対面での検討会を経て十分に議論をしていく
  必要があるため、次年度に引き続き、検討を深めていきます。

今後、検討会や権利者アンケートを実施し、まちのルールを具体的に決めていきます。

【地区計画とまちのルール等について】

まちのルール 

地区計画 
（＋建築規制条例） 

任意のルール
 

 

　向ヶ岡弥生地区まちづくり検討会では、新型コロナウイルス感染症対策のため、しばらく
は書面にて検討会を開催することにいたしました。10月・11月に書面開催を行い、今年１月
には、今年度初めてとなる対面での検討会を開催する予定でした。しかし、緊急事態宣言の
発出に伴い延期とし、書面開催に変更いたしました。本号では、３回の検討会の結果の概
要をお知らせします。

　本地区では、地区にふさわしい環境や街並みを形成するために必要なまちづくりのルー
ルや取組について検討するため、平成29年10月にまちづくり検討会を設立しました。
　
　設立以降、まちあるきやアンケートを通した地域の資源・課題の把握や課題解決や魅力
アップのための手法の勉強・検討を進め、令和元年度末には地区の将来像や実現のための
ルールづくりについて、検討の中間まとめをご報告させていただきました。

　今年度は「建物の高さ」「宅地の規模」「壁面後退」「建物等の色彩」「緑化」「塀等の工作物
の作り方」や「店舗・民泊・ワンルームマンションの立地」について具体的なルールの必要性
や内容の検討を進めています。

※緊急事態宣言発出に伴い、一部スケジュールが変更となりました。

【向ヶ岡弥生地区まちづくり検討会の経緯と今年度の検討内容について】

【第5回検討会の意見概要について】
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まちづくり検討会の開催

町会役員を中心とする協
議会において、新たなま
ちづくり検討組織の在り
方を検討

・地域の資源や課題の把握
・まちづくりのルール等の勉強会
・課題解決や魅力アップのための対応策
の検討
・地区の将来像の検討

・地区の将来像の検討とりまとめ
・実現に向けた具体的なルール等の検討

ルール案の
策定

権利者アンケート調査 権利者アンケート調査 権利者アンケート調査 取りまとめ案に関する
権利者アンケート調査

中間まとめ説明会
検討会メンバー
の募集

まちづくり協議会の開催 検討会 検討会 検討会 検討会 検討会 検討会

 地区計画（＋建築制限条例） 任意のルール 
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・都市計画法・建築基準法による位置付け 
➡法的拘束力がある 

・任意のルール（紳士協定等） 
➡法的拘束力がない 
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・文京区 ・町会等の地域の組織が中心 
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・用途の制限 
・敷地面積の最低限度 
・壁面の位置の制限 
・高さの最高限度 
・形態または色彩その他の意匠の制限 
・緑化率の最低限度 
・垣またはさくの構造の制限 

など 

・地区計画に定められること 
・住民同士のマナー（自転車の駐輪方法、ゴ
ミ出し、庭木の管理など） 

・店舗の建築・運営に関するルール 
・民泊、ワンルームマンションの建築・運営
に関するルール 

・その他まちの将来像の実現に必要なこと 
                 など 
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0%
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0% 20% 40% 60% 80%

１．地震時等に倒壊の危険性がある

ブロック塀等を無くすことができる

２．見通しが確保されることで防犯面での効果が期待できる

３．道路に面した部分の緑化が進むことが期待できる

４．その他

５．メリットは無い・少ない

36%

36%

36%

7%

21%

0% 20% 40% 60% 80%

１．見通しが良くなることでプライバシーが悪化する

２．敷地内に侵入しやすくなり、防犯性が悪化する

３．緑化する場合には、維持にコストがかかる

４．その他

５．デメリットは無い・少ない
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36%

73%
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73%
64%
64%
64%

18%
0%

18%

0% 20% 40% 60% 80%

１.店舗の規模の制限

２.店舗の種類の制限（コンビニなど）

３.看板、広告物

４.駐車場、駐輪場

５.営業時間

６.騒音

７.臭い、排気、室外機

８.ゴミ出し

９.その他

１０.店舗に関する独自のルールは必要ない

１１.無回答

73%

64%

45%

45%

73%

27%
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18%

0% 20% 40% 60% 80%

１.戸数に見合ったゴミ置き場や駐輪場の設置

２.ゴミ出しのルールの徹底

３.前面道路の清掃や雪かきの実施

４.管理人の設置

５.管理者の連絡先の掲示

６.その他

７.ワンルームマンションの独自のルールは必要ない

８.無回答

55%

55%

55%

55%
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18%

0% 20% 40% 60% 80%

１.管理人の設置

２.管理者の連絡先の掲示

３.宿泊者の生活マナーの徹底（ゴミ出し、騒音等）

４.その他

５.民泊の独自のルールは必要ない

６.無回答

　第3回の検討会では、「色彩等」「緑化」「塀」について検討を進め、第4回の検討会では、「店舗等」「ワンルームマンション」「民泊」について検討を行いました。検討では区で既に定められているルール
の共有や他地区でのルールの事例、これまでの検討等で意見が分かれていた項目については、それぞれの理由の整理したもの等を示しながらご意見を伺いました。

・「室外機や配管、ダクト
等の景観的な配慮」「建
物の色彩」や「広告物の
色彩等」についてルール
化を検討してみたいと考
える方が多くいました。

【第３・４回検討会の意見概要について】

■ 建物の色彩等のルールについて

・管理人の設置や連絡先
の提示、生活マナーの徹
底のルールを定めたいと
いう意見がありました。

■ ワンルームマンションに関するルールについて

■ 民泊に関するルール
     について

・ブロック塀を禁止する等
  のルールを定めること
  によって、防災性や緑化
  の観点からはメリットが
  あるものの、プライバシ
  ーの確保や維持管理コ
  スト等のデメリットも多
  く、塀のルールは定める
  必要がないとする意見
  が多くありました。

■ 塀（道路に面して設けるもの）のルールについて

・店舗に対して「看板・広
告物」「営業時間」につい
てルールを検討したいと
いう意見が多くあがりま
した。具体的には「看板
の色彩を周辺に配慮する
こと」や「夜間の営業を禁
止すること」等があげら
れました。

■店舗等に対するルールについて

店舗等についてルールが必要と思う項目（回答者数＝11）

ワンルームマンションについてルールが必要と思う項目（回答者数＝11）
民泊についてルールが必要と思う項目（回答者数＝11）

塀のルールを定めるメリット（回答者数＝14）

塀のルールを定めるデメリット（回答者数＝14）

64%

0%

79%

64%

7%

14%

0% 20% 40% 60% 80%

１.建物の外壁や屋根の「色彩」

２.建物の外壁や屋根の「材質」

３.室外機、配管、ダクト等の景観的な配慮

４.広告物の色彩や大きさなど

５.その他

６.独自のルールは必要ない、区の景観計画で十分である

色彩等について地区独自のルールが必要と思う項目（回答者数＝14）

・ワンルームマンション
に対して、「ゴミ置き場・
駐輪場の設置」や「利用
ルールの徹底」「管理者
の連絡先の提示」等につ
いてルールを設けること
を検討したいという意見
が多くありました。

■ 緑化のルールについて

71%

43%

14%

57%

43%

0%

14%

0% 20% 40% 60% 80%

１.まちにうるおいや風格などが感じられるようになる

２.生物が育成できるようになる

３.雨水浸透により水害の危険性が緩和される

４.ヒートアイランド現象が緩和される

５.ＣＯ２の削減により地球温暖化問題が緩和される

６.その他

７.メリットは無い・少ない

43%

43%

43%

14%

7%

21%

0% 20% 40% 60% 80%

１.緑の維持にコストがかかる

２.落ち葉の掃除・処理が大変である

３.敷地が狭い場合は無理な制限となる

４.緑化を必要と感じない人に対しては余計な制限となる

５.その他

６.デメリットは無い・少ない

緑化のルールを定めるメリット（回答者数＝14）

緑化のルールを定めるデメリット（回答者数＝14）

・緑化については様々な
メリットがあるものの、維
持管理のコストや敷地に
よっては緑化が難しい場
合も考えられるため、
200㎡以下の敷地につい
ては緑化率など定量的
な緑化義務ではなく、「で
きるだけ緑化に努めても
らう」といった努力義務
を定めることに賛成する
意見がありました。一方
で区のルールで十分と
考える方も一定数いまし
た。


